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フォルクスワーゲン 新型ゴルフ      GTI  
パリモーターショーでワールドプレミア

9 月 1 日ウォルフスブルク発―フォルクスワーゲンは 9 月 23 日から開催されるパリモーターショー
で 新 型 ゴ ル フ GTI を 発 表 し ま す 。 フ ォ ル ク ス ワ ー ゲ ン 初 の FSI タ ー ボ  エ ン ジ ン （ 最 高 出 力 ：
147kW/200PS）を搭載する新型モデルは、1976 年に誕生したオリジナル GTI のスポーツ性と伝
統を受け継ぐ、ゴルフシリーズの頂点に立つモデルです。オリジナル モデルの登場からすでに 30
年近い歳月が流れ、第 5 世代へと進化していますが、比類なきドライビング プレジャーを提供する
という基本コンセプトは、新型モデルにもしっかりと息づいています。

GTI という新たなカテゴリーを切り拓いたオリジナルと同様、新型ゴルフ GTI にも 2 ドアおよび 4 ド
アが用意され、その外観も内装もスポーティなルックスを強調、ダイナミックなエンジンとタフなサス
ペンションが採用されています。

GTI とは、すでにそれ自体がブランドとして独立し、非常に高い認知度を獲得しています。欧州全
体では 93.2 パーセント、ドイツ本国では実に 98.5 パーセントが、GTI と言えばゴルフである、と認
識しています。GTI＝ゴルフ＝フォルクスワーゲン、という図式がしっかりと確立されているのです。
そして GTI は今、サクセスストーリーの第 5 章に突入しようとしています。5 世代目ゴルフをベース
とする新型 GTI は、先代モデルのデザインを継承しながらも、現代的な解釈に基づいて魅力的な
メカニズムとダイナミズム、そしてパワーと美を見事に融合させたスタイリングを実現、GTI 特有の
価値を創出しています。

エンジン  ：VW は、新型ゴルフ GTI のパワーユニットとして、新開発の 2.0 リッター FSI ターボエン
ジンを選択しました。10.5:1 の高圧縮比を持つ直噴ガソリンエンジンは、147kW/200PS の最高
出力と 280Nm の最大トルク（しかも、1,800～5,000rpm のレンジでこの高トルクを維持）を発生
します。標準仕様の 6 速マニュアルギアボックスモデルでは、0～100km/h 加速は 7.2 秒、さらに
5 速での 60～120km/h 加速もわずか 7.5 秒にすぎません。最高速度は 235km/h。FSI ターボエ
ンジンは、Euro-4 排ガス基準に準拠する他、100km あたりの燃料使用量が 8.0 リットルという低
燃費を誇っています。また、非常に俊敏なシフトチェンジを約束するデュアルクラッチギアボックス
（DSG）もオプション設定しています。DSG 仕様のゴルフ GTI は、0～100km/h をマニュアルモデ
ルを上回る 6.9 秒で加速します

エクステリア  ：ゴルフ GTI には、独自のエクステリア デザインが採用されています。印象的なブラ
ックラジエーターグリルを縁取る赤いラインや、フロントとルーフのアクセントエッジ、リアスポイラー、
ツインテールパイプ、17 インチアルミホイール（225 サイズのワイドタイヤ付）、大径ブレーキディス
クと赤くペイントされたキャリパー。さらに、GTI 専用バンパー、ブラックのサイドシル、光沢のある
B ピラー、ブルーの断熱ウィンドウガラス、黒っぽいヘッドライトハウジングなどが、GTI のスポーツ
キャラクターを強調しています。

GTI のエクステリア、とりわけフロントエンドは、歴代ゴルフ GTI 以上にノーマルバージョンとの差
別化が図られています。矢を思わせるボンネット上のラインは、そのラインを崩すことなく、盾を思
わせる新形状のラジエーターグリルへと流れていきます。その下のバンパーには、ターボユニット



にフレッシュエアを供給する 3 個の大型エアグリルを備え、ラジエーターグリル同様、ダイアモンド
メッシュが施されています。

インテリア  ：もしクラシックインテリアという表現があるならば、1976 年にデビューした初代ゴル
フ GTI には、その表現がふさわしいデザインを採用していました。新型ゴルフ GTI のインテリアも、
最新のテクノロジーとスタイルを持ちながら、先代と同様の方法を用いています。シートは GTI 用
に新たにデザインしたもの。サイドサポート、スポーティルックを可能な限り高め、最大限の快適性
を提供しています。ヘッドレストは GTI のロゴを刺繍したシートバック一体型としながらも、アジャス
タブルとし、機能性とスポーツ性を融合させたインテリアにマッチしています。ディテールにまでこだ
わり抜いたデザインとなっています。

初代ゴルフ GTI と同様、新型モデルにも、アルミニウム製の 3 スポークステアリングが用意されて
います。新型 GTI には、このステアリングホイールが標準で装備され、ディンプル加工が施された
レザーが完璧なグリップ感をもたらします。ギアシフトノブ、インナートリム、ペダル類にもアルミニ
ウムを採用し、インテリアのアクセントとしています。また、GTI の特徴であるブラックヘッドライナ
ーも採用しています。

装備  ：この他に GTI 専用のアイテムとして、新設計のメーター類、セミオートエアコン、マルチファ
ンクションディスプレー、フロントフットウェルイルミネーション、自動防眩ルームミラー、レイン セン
サー、カミングホーム／リービングホーム機能、タイヤモニターディスプレーも採用されています。
エクステリアでは、特徴的なフォグランプと 15mm ローダウンされたスポーツサスペンションを採用
して いま す 。 他 のバー ジ ョ ン と 同 様 、 GTI に も 、 エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ス タ ビ リゼー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム
（ESP）やアクティブフロントヘッドレスト、3個のリアヘッドレスト、6個のエアバッグなど、包括的な
セーフティパッケージが採用されています。

歴史  ：初代ゴルフ GTI は、1976 年 6 月にデビューしましたが、当時は 5,000 台の限定バージョン
となる予定であり、ボディカラーもシルバーとレッドの 2 色しか設定されていませんでした。しかし
81kW/110PS、最高速度 182km/h の初代 GTI は、VW の予想をはるかに上回る人気モデルと
なり、GTI クラスという独自のカテゴリーを切り拓きました。以来 4 世代、5,000 台にとどまるはず
だったその生産台数は、すでに 150万台を超えています。
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